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教科等研究会（小学校図画工作部会） 

平成２８年度 研究活動のまとめ 

１ 研究テーマ 

どの子も楽しく 

「見つめ・感じ・つくりだす」図画工作科の授業づくり 

２ 研究経過 

第１回 第２回 第３回 第４回 
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３ 研究の概要 

(1) 研究の内容 

 ① テーマの設定 

 本年度の上益城郡教科等研究会全体テーマ、「一人ひとりが輝く『分かる・できる』『楽

しい』授業づくり」を受け、昨年度設定したテーマをさらに継続して研究を進めていくこと

にした。図画工作科の目標は、「感性を働かせながら、つくりだす喜び」を味わわせること

であり、「創造活動の基礎的な能力を培い、豊かな情操を養う」ことにある。しかし、図画

工作科の授業において、「不器用だ」「不得意だ」と苦手意識を持って過ごす子どももいる。

そのような子どもたちも全員が参加でき、理解し、習得し、活動していくことができるよう

にすることが求められる。そのため、授業のＵＤ化の視点を持ち、「焦点化」「視覚化」「共

有化」を図り「どの子も楽しく『見つめ・感じ・つくりだす』図画工作科の授業づくり」を

研究していくこととした。 

 

 ② 実技研修 

実技研修会では、横山忠克先生をお招きし、身近な材料を使った工作の実技研修を行った。

紙の性質を生かした変わり絵、画用紙で作るスリッパ、空き缶と紙粘土を材料にした笛作り

を行った。「驚きを持って教材と出会わせる」「遊びに直結した題材が製作意欲に結びつく」

ことを体験しながら学ぶことができた。教材は変わっても、児童を引きつける教材との出会

わせ方、自分にもできると思わせる製作の手順の示し方などが理解できた。会員からも、実

際に作品作りをすることで、子どもの気持ちになって学ぶことができた。指導の際にどんな

声かけをしたら効果的か体験から考えることができたとの声が聞かれた。 
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③ 研究授業 

授業のＵＤ化を視点に教材の研究を行った。描画が苦

手だと思う児童も楽しく参加でき、既成のイメージにと

らわれずに製作できるものをという授業者の願いから、

スチレン版画が提案された。実技研修の中で試作し、指

導にあたっての手順やポイントとなるところを検討し

た。偶然できた形から発想するため、思いもよらない形

ができるおもしろさがあった。描画の技術に関係なく、

楽しい作品ができ、子どもたちの発想を活かせる教材に

なるのではと話し合われた。さらに教材化する際に課題

となる点も発見できた。会員の多くは、スチレン版画の

経験があまり無かったが、加工や刷りのしやすさなどが分かり、教材としてぜひ使ってみたい

という声も上がった。 

授業研究会では、授業のＵＤ化の視点から、スモールステップをふんだ授業や作品提示の方

法のよさ、みんなが夢中になってできる教材であったことが多く出された。しかし、指導をし

ている中で全員の活動のみとりをする難しさが話題に上った。評価の場面や観点を明確にして

いくことが今後の課題である。 

 

(2) 成果と課題 

○ 実技研修では、実際に児童と同じ材料を使って、教材を研究することができた。また、会員

どうして情報を交換したり指導方法を相談したりすることができた。 

○ 研究授業では、小学校・中学校、共通の指導案の形式を使用した。（※指導案の形式は、

御船町立小坂小学校で研究されたものを元にしている。）同じＵＤの視点を持って授業の

研究に臨むことができ、活発に議論ができた。 

○ 今回の提案授業で、描画の力に関係なく取り組める題材が研究できた。今後、教材を選ぶ際

の考え方の方向性のひとつが分かった。 

△ 新たな教材の研究ができたことは大きな成果であったが、指導をしていく中で、評価をどの

ような場面で、どのような観点で行うかを明確にする必要がある。 

△ 授業の中で、作品を見合うことで共有化をはかったが、子どもたちがもっと意見を交流でき

る方法を探っていく必要がある。表現活動での共有化の方法を研究していきたい。 

 

４ 実践事例 

(1) 授業の概要 

  第３学年「版からひろがる世界」授業者  小田 真莉絵 教諭（小坂小学校）  

本題材は、スチレン板にスタンプ遊びをしたものを、自由な形に切り分け、それを組み

合わせ「ゆかいな恐竜」の版を作るというものである。偶然できた形から想像して恐竜を

つくることで既成の恐竜のイメージにとらわれずに表現を楽しむことをねらったものであ

った。自分で作ったパーツを組み合わせて形作ることで、何を描いたらよいか悩んだり、

描画に自信がなく描きはじめられないといった苦手意識を持った子どもたちでも取り組め

る内容になっていた。それまでの紙版画や木版画などのイメージを崩し、自由な発想を広

げることができる題材であった。 

  導入では、スモールステップに分けた作業の順を提

示したり、見本を動かす様子を実際に見せたりして児

童が何をすればよいか明確にされていた。そのため作

業中は、迷うことなくみんなが黙々と集中して活動す

ることができた。 

また、豊かな発想が求められるこの題材では「ゆか

いな恐竜」がどのようなものか、子どもたちのイメー

ジを広げる場面が重要であることが議論された。 

 

自作の版画の説明をする会員 
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(2) 学習指導案  

  ※指導案の形式は、御船町立小坂小学校で研究されたものを元にしている。  
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今日すること

を明確にする 
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